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２０１０年６月１５日 火曜日  Vol.１９７ 
 

■ 例会出席者    ２５名（会員総数３１名）          出 席 率   ８０．６％ 
■ メーキャップ      ３名 （計６回）                        修正出席率  １００．０ ％ 
■ ゲスト          大坪ガバナー補佐 

■ 会長挨拶  青木 博美会長 

本日の例会を含めて、任期はあと３回です。 

昨日、メールの送付依頼があり送信を試みましたが２０分位かかりました。原因は漢字でなくローマ字でな 

ければ受け付けないということでありました。ローマ字でなければ受け付けないという表示はありませんでし

た。あと残り少しでありますが頑張りたいと思います。 

      また、本日はガバナー補佐の大平様が見えておられます。この後、貴重なお話をして頂けるものと思ってい

ます。よろしくお願いいたします。 

■ 幹事報告 川田 勝義幹事 

     到着書類 

       ○ガバナー事務所 

         ・ロータリー財団への寄付状況の報告と送金の依頼文書 

・「友」インターネット速報ＮＯ４３１（アフリカからポリオを「キックアウト」のキャンペーンについて） 

○ ガバナーエレクト事務所 

「ガバナー公式訪問スケジュール計画書」と２０１０－２０１１年度地区役員名簿等 

       ○徳島ＲＣ 

         ２６７０地区ガバナー杯野球大会規定変更についての案内 

    到着週報 

       脇町ＲＣ、鳴門ＲＣ 

    本日は、大平ガバナー補佐ご苦労様でございます。１年間お世話になりました。今後ともよろしくご指導のほ

どお願い申し上げます。 

■ 委員会報告    

インターアクト委員会 藤田 茂樹次期委員長 

  次期インターアクトの件でございますが、先日の日曜日に、四国中央市での次年度のインターアクトに係

る会議に学校の生徒と共に出席してきました。インターアクトの例会の案も決まっていて、素案も届いてお

ります。今後、インターアクトについて極力出席いたしますが、やむを得ず欠席しなければならないときは

ご協力をいただきますようお願いします。 

       また、四国中央市から依頼がありまして、ホスト学校について美馬商業高校でできないかとの話をうけて 

      おります。美馬ロータリークラブと学校と摺り合わせを行い再来年度可能であれば受けて欲しいとのことで

あります。次期会長を含めてその節はよろしくお願いします。 

    親睦活動委員会 山内 浩司次期委員長 

      会長、幹事、会計の慰労会を７月２０日の例会の後で行います。日程確認し皆様の参加をお願いします。 

    ＡＳＳ委員会 長浦 保福次期委員長 

      本年度の例会も残り２回です。最後の例会は３０日（水）に変更なっています。お間違えのないように留意 

      して頂き、会長・幹事の思いもありますので、１００％の出席率を達成したいと思います。３０日はアメリカか 

らの留学生、淡交会も来てくれます。美馬商業高校からの出席もあるかもしれません。本日休んでいる方に

も声をかけて頂き必ず出席してください、お願いします。以上です。 

■ 大平 ガバナー補佐 



      皆さん今晩は。最後の訪問ということで今日はお礼とお詫びを申し上げます。皆様のお陰を持ちまして、 

     大過なくガバナー補佐の仕事を終えられそうでございます。皆様には感謝しております。ガバナー補佐という

ものは、ガバナーの地区方針を具体的に各クラブに下ろしていく仕事と認識しております。 

今年は会員増強とお金の問題ということで財団のお願いをしたところでございます。ガバナーが申し上げれ

ないことを、ガバナー補佐の方で色々言うということで、組織とかお金のことなどでございますので、色々失礼

なことを申し上げたのでないかと反省しております。仕事柄ということでご勘弁頂きたいと思っております。 

      講演内容 

       ・ガバナー補佐制度について 

       ・ＤＬＰ（地区リーダーシップ・プラン）について 

       ・ＣＬＰ（クラブ・リーダーシップ・プラン）について 

       ・県内ＣＬＰ採用ＲＣの紹介について 

       ・ＲＣクラブの活性化について（鴨島ＲＣの活動について） 

■ 卓   話    七田 義貞君 

    第２８回全国育樹祭について～平成１６年１０月２４日 神山森林公園において実施された。 

    育樹祭の規模 

      参加者 ７，０００人。内訳として 県内招待者３，５００人。県外招待者１，５００人。出演者・スタッフ２，０００

人。全国緑の少年団活動発表会等６，９００人。林業機械展示・実演会等。 

     当日は雲一つない秋晴れで野外でのイベントであった。しかし、この年、７月の台風１０号に始まり開催直前

の１０月２０日には台風２３月が本県に上陸。育樹祭会場への進入路が数カ所土砂で埋まったが、地元関係

者の総力を挙げた対応により育樹祭前日の総合リハーサルに間にあった。これまでに過去に例のない本県

に５個の大きな台風が上陸した年であった。 

      また、育樹祭前日の夕刻の懇談会場に新潟中越地震の速報が飛び込んできた。参院議長、農水大臣の

帰京等の情報も流れた。式典当日の関係者の挨拶に、地震による被災者に対するお見舞いの文言を入れる

ことも検討された。 

      開催当日、宿泊先を午前２時頃に出発。警備関係者等のご苦労は大変なものだったと思われる。 

      また、参加者も県南部、県西部では午前４時過ぎの出発であったであろうと思われる。しかし同９時頃には 

     全員会場入りが出来た。 

      大きなイベントにはそれなりのプロの対応が必要である。関係機関との入念な打ち合わせ、県内のあらゆ

る関係者、多くのスタッフに支えられ、さらに、地元神山町の住民、関係者等の絶大な応援をいただき全国育

樹祭が開催できました。 

■ ニ コ ニ コ 

■ 欠席者 

      小田君、石井君、林君、山口君、浪越君、千葉君 

■ 次回例会 

    ２０１０年６月２２（火）   １８：３０より  レストラン西岡 

     


